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生活排水対策

１．合志市計画の取組目標の設定
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       《対策の内容》※浄化槽の不適正管理者に対する指導率のみ

① 「合志市   事業経営戦略」 基づき、経営 安定 を図 ととも 、   施設 計画的な改修や更新等を行い、
長寿命  策を推進していくことで          向上 努め 。（   課）

②    が整 された 画 おいて、  していない世帯へ 戸別訪問 よ         を行う。訪問時 は、公
共   環境保  大切さや  助成金制度 活用などを周知し、 洗    促進 取り組む。（   課）

③    法 基づく１年 １回 法定検査 結果、  が   と判断された         して戸別訪問を行い、
改善  よう  を行う。（環境衛生課）

《期待される効果》

① 生活排 が 切   され こと より、生活排 由来 窒素が硝酸性窒素となって    移行  量 削減が見
込まれ 。

②                 世帯へ   へ 早期転換を促 ことで、生活排  垂れ流し等 よ 生活排 
由来 窒素が硝酸性窒素となって    移行  量 削減が見込まれ 。 

③    が 切 機能  ことで、   な    維持   より発生した、排 基準を満たしていない放流  よ
  泥 流出や悪臭 発生を防ぐととも 、生活排 由来 窒素が硝酸性窒素となって    移行  量 削減が見込
まれ 。



施肥対策

１．合志市計画の取組目標の設定
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営      施 
助  施 

《対策の内容》

① くまもと   財団 び 業関係 等と連携し、本市在住 営  または営 団体が 施     断  して助成を行
うことで、 施   増加を図 。（くまもと   財団、JA菊池園芸課、 政課）

②    断 結果 基づき  施  関  助 を行うことで、  へ 過剰な施 を抑制し、 作物 品質向上や環境へ
 負担軽減を推進  。（JA菊池園芸課、 政課）

《期待される効果》

①    断 かか 費用負担が軽減され ため、多く 営  が 断を受けや くなり、データ 基づいた づくり意識 
向上が見込まれ 。

①②    状態 応じて必要な 料 種類や量を効 よく施   ことが出来 ため、施 由来 窒素が硝酸性窒素となっ
て    移行  量 削減が見込まれ 。また、営   おいては、 料費節減 つなが 。



家畜排せつ物対策

１．合志市計画の取組目標の設定
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《対策の内容》

① 畜産 家  し、 業団体等を通じて家畜排せつ物   な   び   啓発を行う。

（熊酪、JA菊池畜産課酪 課、畜 協、県 業   振興課、 政課、環境衛生課）

② 家畜排せつ物      （    素 り等） ついては、県や 業団体等と連携して、速やか     を行うよう  や助 等を行う。
（熊酪、JA菊池畜産課酪 課、畜 協、県 業   振興課、 政課）

③ 本市 在住  家 びそ 営 集団が、市     機質 料（家畜から排出され 糞尿等 より生産された堆 ）を施   ため 市 で生
産された 機質 料を購入した費用 一部を助成  。（ 政課）

④ 本市  畜産 家 び堆 センターから生産され 堆  ついては、熊本県堆 共励会へ 出品を推進  こと より、良質な堆  生産 利
用 向けた技術向上を図 。（ JA菊池畜産課酪 課、県 業   振興課）

⑤    外 耕種 家等へ 堆 供給 向けた取組を継   ことで、耕畜連携や堆  広 流通を推進  。（県 業   振興課）

《期待される効果》

①② 家畜排せつ物が     、  させ こと より、家畜排せつ物由来 窒素が硝酸性窒素となって    移行  量 削減が見込まれ
 。また、堆 を資源循環させ ことで、      よ     染 防止 つなが 。

③  機質 料 購入 かか 費用負担が軽減され ため、多く 営  が購入しや くなり、 機質 料を活用した資源循環型 業 推進 繋
が 。

③④ 良質な堆 を活用  ことで、    機物が増加し 分や 料成分を保持  力が高ま 。これ より窒素が硝酸性窒素となって   
 移行  量 削減が見込まれ 。

③⑤ 家畜排せつ物を原料とした堆 等が耕種 家で利用又は広 流通され こと より、畜産 家が過剰   へ還元  家畜排せつ物 量が
減少し、家畜排せつ物由来 窒素が硝酸性窒素となって    移行  量 削減が見込まれ 。また、耕種 家 おけ  づくり 推進 つな
が 。



１．合志市計画の取組目標の設定
４

《期待される効果》

① 飲用を控え よう    こと より、硝酸性窒素濃度 超過が確認された   を飲用 として利用  こと よ 健
康被害を 然 防止  ことができ 。

②      硝酸性窒素 削減という長期的な課題 ついて、各団体と 意見交換 場を定期的 設け ことで、各団体が
もつ課題やニーズを共   ととも 、 現可能性 高い取組を検   。

啓発対策

《対策の内容》

①  質調査を 施した結果、     硝酸性窒素濃度 おけ  質基準 超過が見られた井戸所    し飲用を控え 
よう  を行う。（県環境保 課、県北衛生環境課、環境衛生課）

②  業関係 、熊本県関係課 び本市関係課からな  策会議を立ち上げ、各団体と 協力体制を構築 維持しながら、長
期的な 策を推進  。（学識経験 を除く各団体）
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調査・研究

１．合志市計画の取組目標の設定
５

《対策の内容》

① 熊本県と連携して     硝酸性窒素濃度を継 的 測定し、濃度 変 などを取りまとめ、今後  策 活用  。

（県環境保 課、県北衛生環境課、環境衛生課）

② 配 池 定期的な 質検査（法定検査）を活用し、市民 供給     が 質基準  合し将来的わたって安 であ こ
とを監視していく。（  課）

③ 大学等 研究機関と連携し、     硝酸性窒素を含めた    関  調査 研究を推進  。

（くまもと   財団、県環境保 課、環境衛生課）



第二期熊本地域硝酸性窒素削減計画

参考．既存計画の取組目標
６

生活排  策●

施  策●

家畜排せつ物 策●

➢          推進

➢   な   利用 推進

➢  づくり 推進

➢   施  推進

➢  学 料 削除

➢ 家畜排せつ物      

➢ 家畜排せつ物  施設整 等 推進

➢ 家畜ふん尿  効利用 促進

➢ 堆  広 流通 推進（畜産 帯から耕種 帯へ 流通促進）

啓発 策●

➢ 生活排    策   や 業従事 へ 啓発
 硝酸性窒素 ついて  しい  （ 質基準、健康影響等）

     現状へ   

 発生源へ   （生活排 、施 、家畜排せつ物等）

 家庭排    浸透   廃止、し尿く 取り等 よ   

   徹底、合併      整     び  維持  

   へ     

 施 基準を基本として施 体系 遵守、   断 基づく 

施  推進、家畜排せつ物 堆  、素 り び    廃

止等     徹底、家畜排せつ物  施設 整 等

➢ 効果的な啓発方法  施
 行政 報誌 び啓発誌、ＨＰ等で  報提供、チラシ 配布

 イベント等を活用した生活排   へ    促進

  業従事 を  とした研修会等 よ 直 説明



第二期荒尾地域硝酸性窒素削減計画

参考．既存計画の取組目標
７

生活排  策●

施  策●

家畜排せつ物 策●

 量保  策●

飲用  策●



第５次熊本市硝酸性窒素削減計画

参考．既存計画の取組目標
８

生活排  策   別計画 基づき 策 施。  記載  ●

施  策●

家畜排せつ物 策●

 量保  策●

調査 研究●

 硝酸性硝酸性窒素濃度 測定を継 的  施し、濃度 変動等をとりまとめ、

今後  策 活用しま 

 熊本市 主要な   源が存在  東部  から江津湖周辺 かけて、硝酸性

窒素濃度 詳細な季節変動を把握  ため、定点 おいて年6回 調査を 施

しま 。

 高濃度  染井戸が存在  北西部  、北部  、植木町   おいて、硝

酸性窒素濃度 季節変動を把握  ため、より詳細な調査を 施しま 。

 硝酸性窒素濃度が現在上昇傾向 あ 井戸 び高濃度 井戸 ついて、井戸ご

と 周辺 施 状況等 詳細調査 び濃度調査を行いま 。

広 連携●
 熊本   体で 硝酸性窒素 策を推進  ため 、公益財団法 くまもと

   財団と連携し、県と本市を含む熊本  11市町村、事業 、住民と協

働し広 で様々な 策を展開していきま 。

 大学等 研究機関、 業関係団体等と 連携を行いま 。そ 他  策 策（飲用  策）●
   施設 整 や改修を推進  ととも 、     質   強 等 取り組 ま 。

     品質   徹底、安 性やおいしさ Ｐ 等 より  へ  加入   して加入を促進  ととも 、緊急 上   簡易  へ   が必要 なった
場合 は迅速  応しま 。

※くまもと生活排   構想より



地下水中の硝酸性窒素対策に関する菊池市実行計画

参考．既存計画の取組目標
９

生活排  策   別計画（菊池市総合計画） 基づき 策を行うため、本計画へ 記載なし。●

施  策●

家畜排せつ物 策●

 量保  策●

飲用  策●

※第３次菊池市総合計画より
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